
安全・安心の観光地づくりのための事業所等感染対策応援事業(第2号補正予算19,516千円) 

～ 命と経済回復の両立に向けて ～ 

背景と目的 

・4都府県で緊急事態宣言の発出 
・三重県独自の緊急警戒宣言が発出、まん延防止等重点措置の適用を要請することを決定 
・今後、観光キャンペーンが予定されており、感染対策と経済対策の両立がより一層求められる 

観光現場からの声 

市内宿泊・観
光施設を中心
に市として感染
対策の支援を
行うことで、観
光客、観光施
設、そして市民
も安全・安心
の観光地鳥羽
の推進を目指

す   

①水産研究所見学プログラムのパッケージ化 
・１年を通じて見学や体験の受入れが可能なパッケージの作成 
⇒水産研究所での政策取組の紹介パンフレットの作成、体験P原材料 

【予算額：1,000千円】 

②情報発信ツールの作成 
・鳥羽の海藻をテーマにした話題性のある情報発信ツールの作成 
⇒海藻のイラストやウンチクを掲載した万年日めくりカレンダーの作成 
⇒見学者だけが入手できる海藻カード全30種の作成※リピートの仕組み 

【予算額：1,500千円】 

③公式SNSの開設 
・鳥羽市水産研究所の公式SNSの開設 
⇒アカデミックでコアな情報と、バズる話題性のある情報の両側面を発信 

【予算額：０円】 

【政策観光とは】 
鳥羽ならではの「政策」と「ヒト」を売る（PRする）ことで、交流人口や
関係人口を増やし、稼ぐ力を蓄えていくことで持続可能な事業展開を
図る。また、これらを多くのジャンルの人たちに知ってもらうことで、全国へ
誇ることのできる本市の政策の価値を上げていく。 

令和２年度の主な事業 

H27漁観連携計画策定 
（期間H27～R6の10カ年) 

①水産研究所見学プログラムのパッケージ化 
・１年を通じて見学や体験の受入れが可能なパッケージの作成 
⇒水産研究所での政策取組の紹介パンフレットの作成、体験P原材料 

【予算額：1,000千円】 

持続的な観光地鳥羽！ 
SDGs11,14etc 

対象事業者 

鳥羽市内で接客を伴う事業所及び企業 想定件数700件 

R030428定例記者会見資料 

会社負担で従業員に抗体
検査を実施している。費用
の支援があればうれしい 

市内宿泊施設では各施設の
規模に応じた感染対策を実施
している 

お客様からの感染対策に対
する厳しい視線がある 

感染対策も長期化する。サー
マルカメラの導入など感染対
策をより徹底したい。 

対象費用 

・感染対策費用（例：消毒液、飛散防止対策） 

・感染のリスクから安全・安心の職場環境づくり（例：PCR検査費用など） 
※令和3年4月1日以降に感染対策を実施しているが事業者対象 
 

申請期間 

令和３年５月中旬から９月３０日までを予定 

～  制  度  概  要  ～ 

申請期間：令和3年5月中旬から9月30日まで 

・命と経済の回復の両立を目指す 
・感染対策を念頭に置いた観光振興と安心して働くことができる職場環境の実現 

背
景 

目
的 

交付額積算基準 

従業員数や施設規模に応じて20,000円～150,000円を交付予定 


